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こども・子育て世代に優しい公共交通へのリ・デザイン事業の 

実施報告 

 

1  事業全体の目的 

○忙しい子育て世代や、児童・生徒等が簡単・便利・お得に利用することがで

きる公共交通を整え、公共交通利用者層の拡大と利用者増を目的とする。 

○また、「子ども自身が公共交通に親しみを持って利用する」「子どもだけで安

心して公共交通を利用できる」環境を整備し、子どもの送迎を公共交通が担

うことで、忙しい子育て世代の負担軽減に繋げる目的で実証実験を行った。 

 

2  事業の実施結果（事業の概要は別紙１参照） 

2.1  事業①こども・子育て世代に優しいかもんタクシー 

○Web 予約フォームの利用率については、9 月～12 月にかけて令和 5 年度より

も高くなったが、1～2 月については大雪により運行の可否が不安視されるこ

とが多かったことから電話予約が増えたと想定され、令和 5 年度と同程度の

利用率となった。 

○乗車時メールの利用率は 40～60％程度となっており、利用者の半数程度が乗

車時メールを利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 かもんタクシーWeb 予約フォーム利用率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 かもんタクシーの予約件数 
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2.2  事業②公共交通のデジタル化 

○9 月 6 日（日）から「かもんバス・タクシー共通回数券」、「かもんバス利用

券」及び「定期券」のデジタルチケットの販売を行った。 

○「かもんバス・タクシー共通回数券」、「かもんバス利用券」は 11 月にかけて

徐々に増加し、12 月には売上枚数が大幅に増加した。 

⇒事業③子育て世代の運賃割引や、習い事を行う中高生への体験乗車用クー

ポンを配布したことが影響している。 

○定期券については 1 月から売上枚数が大幅に増加している。 

⇒1 月にデジタル定期券のチラシを一部の高校に配布したことにより、認知

度が上がり、売上枚数が増えたと想定される。 

○デジタルチケットの費用は定期券のみ月額利用料、手数料はデジタルチケッ

ト売上金額の 8％のみと継続しやすいものとなっており、窓口でのチケット

販売の効率化も図れることを鑑みて来年度以降も継続することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 デジタルチケットの売上枚数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 定期券の売上枚数の推移
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2.3  事業③子育て世代の運賃割引 

 

○公共交通の送迎への活用や、家族での公共交通利用を促進するチラシととも

に、「かもんバス・タクシー共通回数券」のデジタルチケットが半額で購入で

きるクーポンを中学生以下のこどもがいる全世帯（1261 世帯）に配布した。 

○累計で 21 枚（約 2％）の利用に留まっており、公共交通を利用してみるとい

う動機付けには至らなかった。 

⇒クーポンの対象が回数券であり、初めて利用する方にとっては利用のハー

ドルが高かったと想定されるため、今後事業を実施する場合は、かもんバ

ス利用券（1 回乗車券）の無料化等とし、初めてでも利用しやすい設定が

必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 月別のクーポン利用件数 

 

2.4  事業④家族のおでかけ促進 

 

○家族でおでかけできる施設等との連携を行い、家族での公共交通利用を促進

することで公共交通と当該施設の利用者を増加させることを目的に加茂七谷

温泉美人の湯、加茂市商店街協同組合との連携と、市内の 10 の施設をめぐる

スタンプラリーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 家族のおでかけ促進として実施した３つの事業
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(1)  美人の湯バスチケット 

○美人の湯の入浴券、かもんバスの往復乗車券、タオル（おでかもちゃんデザ

イン）のセット券の販売をデジタルチケット上で行った。 

○月に数回～十数回の利用が確認できた。 

○利用者の属性としては子育て世代と想定される 30 代～50 代の利用割合は高

く、美人の湯のメインの利用者である高齢者の利用は少なかった。 

⇒今後は、高齢者の利用を伸ばすことで、利用者数を増加させることができ

る可能性がある。 

○来年度以降の継続については、チケット料金の按分割合や、チケットの中身

や価格の設定、利用者への周知方法等を美人の湯の運営主体と協議を行い販

売の可否を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 美人の湯バスチケットの利用件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 美人の湯バスチケット利用者の年代 
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(2)  商店街お帰り乗車券プレゼント 

○加茂市商店街の対象店舗で買い物をした人のうち、アンケートに回答した方

に帰りの乗車券として公共交通利用券（200 円分）を渡した。 

○11 月時点の利用者は 62 名となっており、そのうちユニークユーザー数は 28

名で、約 45％がリピーターとなっている。 

※アンケートは 2 月末まで行っており、今後結果を集計 

○実施したアンケートから、本事業によって対象店舗へのおでかけが「増える」

「やや増える」と回答した方は合計で 82％となっており、そのうち「週に 1

回」おでかけが増えると回答した方は約半数の 46％となっている。 

⇒お帰り乗車券プレゼントは「商店街へのおでかけ機会の増加」に効果があ

る可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本事業によって対象店舗へのおでかけは増えるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 お出かけは何回程度増えるか（増える、やや増えると回答した方のみ）
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(3)  デジタルスタンプラリー 

○「かもんバス・タクシー共通回数券」にスタンプラリー機能を 11/15（金）

から追加し、市内の対象店舗５ヶ所を回ることでエコバック（おでかもちゃ

んデザイン）、10 ヶ所を回ることで抽選でおでかもちゃん人形があたるキャ

ンペーンを実施した。 

○市民が数日かけて全箇所を回ることを想定して対象施設を設定したため市内

広範囲に位置しており、公共交通を利用して回ることが難しい場所も含まれ

ていたが、スタンプ 10 個獲得者は 12 人となった。 

○今後実施する場合の景品や施設の設定の検討や、アンケート調査を元にした

検討を行い、来年度以降のおでかもちゃんグッズを活用したキャンペーン等

を検討する。 

※スタンプ 10 個獲得したおでかもちゃん人形の抽選対象者へのアンケート

を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 スタンプラリーの利用件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 スタンプラリーの対象施設
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2.5  事業⑤まちなかエスカレーター 

○加茂駅～五番町間を無料で乗車できるデジタルチケットを造成したが、月に

利用は数件程度であった。（12～1 月は 0 件） 

⇒利用方法が複雑（クーポンコードの入力や、乗降時の QR コード読取り）で

あり、利用者が少なかったと考えられるため、今後の実施する場合は紙券

で利用できるようにする等、利用方法の簡易化が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 まちなかエスカレーターの利用件数 

 

2.6  事業⑥小中学生のかもんバス無料化 

○令和６年 11 月の小学生の利用者数は小中学生のかもんバス無料乗車券配布

前の令和６年４～８月の平均と比較すると約 5.5 倍と大幅に増加している。 

○9～11 月は小中学生のかもんバス無料乗車券の利用者数と小学生の利用者数

がほぼ一致していることから小学生の利用が多いことが示唆されるが、11 月

以降は無料乗車券の利用者が小学生の利用者よりも多くなっていることから、

中学生の利用が増加したと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 かもんバスの小学生利用者数と無料乗車券利用者数の推移 

※無料乗車券利用者のカウントは、小中学生の判別は無く合計値 
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2.7  事業⑦こどもの公共交通利用意識の醸成 

○加茂市内の公共交通の乗り方やおでかもちゃんの紹介等を示したクリアファ

イルを小中学生のかもんバス無料乗車券と共に配布し、公共交通とおでかも

ちゃんの認知度向上を図った。 

○おでかもちゃんの着ぐるみの制作を行ったことから、市内のイベントや交通

安全啓発活動等での活用を行い、公共交通の認知度向上と利用促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 おでかもちゃん着ぐるみ 

 

図 おでかもちゃんクリアファイル 
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2.8  事業⑧かもんタクシーによるスクールバス効率化 

○教育支援センター「やすらぎ」に通う生徒の交通手段として無料でかもんタ

クシーを利用できるようにする事業を実施した。 

○ユニークユーザーは 2～5 人であるが、それぞれ月に数回程度利用しており、

月に 3～12 人程度の利用があり、継続的な利用がある状況。 

⇒スクールバスが必要な利用人数ではないため、かもんタクシーによる送迎

が適していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 やすらぎのかもんタクシー利用者数の推移 

 

3  こども・子育て世代に対する事業の効果計測 

 

3.1  アンケート調査の実施 

3.1.1  調査の目的 

 

○「こども・子育て世代に優しい公共交通へのリ・デザイン事業」のこどもや

子育て世代の利用状況を把握し、本事業の効果計測と来年度以降の継続の検

討材料とすることを目的とする。 

 

3.1.2  調査の内容 

 

(1)  配布対象 

○加茂市内の中学生以下のこどもがいる全世帯 

 

(2)  調査期間 

○2024 年１月 27 日～２月７日 
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(3)  配布部数 

○配布部数 1261 部 

 

(4)  配布・回収方法 

○Web アンケートでの回答とし、アンケートの依頼文と Web アンケート用 QR コ

ードを郵送配布する。 

○事業の参加者が少ないことが想定されるため、事業の説明資料を同封して、

事業を知らなかった方からの回答も得られるようにする。 

※事業をもし知っていたら利用する意向はあるかを聞く設問を用意し、来年

度以降の事業継続を検討する。 

 

(5)  回収数、回収率 

○回収数：420 部（回収率:33.3%） 

 

3.1.3  アンケート調査結果 

 

■家族等の送迎の負担感 

○市内の子育て世代が抱えている送迎の負担感を把握するために調査項目と

して設定。 

○家族等の送迎を「負担に思う」「やや負担に思う」と感じている方は 56％

であり、過半数以上が送迎に負担感を感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 家族等の送迎の負担感（家族の誰かを送迎している方のみ） 
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■各事業の認知と利用状況、今後の利用意向 

 

○各事業について認知の状況および、現在の利用状況や今後の利用意向で各

事業を評価してもらった。 

○全事業において、「知っていて、利用している」という回答が数％に留まっ

ており、その中でも最も多いのは 7％で「事業⑥小中学生のかもんバス運

賃無料化」となっている。 

○現在利用している、もしくは今後利用したいという回答の合計が過半数を

超えている事業は、「事業③子育て世代の運賃割引」、「事業⑥小中学生のか

もんバス運賃無料化、「事業⑦こどもの公共交通利用意識の醸成」となった。 

 ※「事業⑦こどもの公共交通利用意識の醸成」の紹介として、おでかもち

ゃんの着ぐるみが今後のイベント等で登場することを示唆した内容であ

ったため、今後利用してみたいという方が多かったと想定。 

○最も合計が低かったのは「事業①子育て世代に優しいかもんタクシー」で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 各事業の認知と利用状況、今後の利用意向 
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■家族で公共交通を利用する機会は増えたか（いずれかの事業を利用している

方の回答） 

 

○家族で公共交通を利用する機会が「増えた、やや増えた」方が利用してい

た事業として最も多いのが「事業⑥小中学生のかもんバス運賃無料化

（65％）」であった。 

⇒こどもとかもんバスに同乗する際に、こどもは無料で乗れるということ

が機会増加につながったと想定できる。 

○「事業②公共交通利用券のデジタル化」、「事業③子育て世代の運賃割引」

は「増えた、やや増えた」方が 30％程度であるが、「変わらない」と回答

した方との差が大きく、２つの事業が家族で公共交通を利用する機会の増

加に影響を与えた可能性がある。 

⇒事業②は美人の湯バスセット券等を販売していたこと、事業③は「かも

んバス・タクシー共通回数券」の半額クーポンを配布したことから、家

族でのおでかけの動機付けとなったことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 家族で公共交通を利用する機会は増えたか（利用事業別） 
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■お子様自身で公共交通を利用する機会は増えたか（いずれかの事業を利用し

ている方の回答） 

 

○お子様自身で公共交通を利用する機会が「増えた、やや増えた」方が利用

していた事業として最も多いのが「事業⑥小中学生のかもんバス運賃無料

化（89％）」であった。 

⇒小中学生のかもんバス無料乗車券によってこども自身で公共交通を使っ

て移動することができるようになったと考えられる。また、市内の小中

学生全員に無料乗車券を配布したことによって、かもんバスの認知が広

がったことも要因として考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 お子様自身で公共交通を利用する機会は増えたか（利用事業別） 
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※無回答等を除く
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■公共交通を送迎の代わりとして利用することにより、送迎の負担は低減され

たか（いずれかの事業を利用している方の回答） 

 

○公共交通を送迎の代わりとして利用することにより、送迎の負担が「減っ

た、やや減った」方が利用していた事業として最も多いのが「事業⑥小中

学生のかもんバス運賃無料化（64％）」であった。 

⇒かもんバス無料乗車券によりこども自身が公共交通を利用する機会が増

え（前述の通り）、送迎の負担感の減少に繋がった可能性がある。 

○「事業①こども・子育て世代に優しいかもんタクシー」は「減った、やや

減った」方が 48％であることと、「変わらない」と回答した方との差が大

きく、当該事業が送迎の負担感の減少に影響を与えた可能性がある。 

⇒かもんタクシーは 1 時間に 1 便と限られてはいるものの、自宅等から目

的地までを移動できる便利な公共交通であり、自家用車での送迎の代わ

りに利用することで送迎の負担感が減少したと考えられる。 

 

 

 

 48%

16%

24%

4%

4%

64%

16%

23%

19%

19%

19%

8%

58%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業①

事業②

事業③

事業④

事業⑤

事業⑥

事業⑦

減った、やや減った(n=25) 変わらない(n=26)

※無回答等を除く
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■公共交通にどのような改善があれば送迎の手段として利用するか（3 つまで） 

 

○改善の要望の上位４つがかもんタクシーに関するものとなっており、自家

用車の代替の送迎手段としてかもんタクシーが想定されていることが考え

られる。 

○「迎えの時間や到着時間を指定できるようにする（46％）」「運行時間の拡

大（25％）」といったかもんタクシーの利便性向上や、「運賃を安くする

（29％）」の料金設定、「こどもだけで乗り合うようにする（28％）」のこど

もの安全面など様々な面での改善要望が多く選ばれている。 

⇒送迎の手段としてかもんタクシーを使用してもらうためには現在の仕様

から大幅な変更が必要であり、別の交通サービスを含め今後検討する必

要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通にどのような改善があれば送迎の手段として利用するか 

46%

29%

28%

25%

22%

20%

17%

16%

14%

11%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

かもんタクシー:迎えの時間や到着時間を指定できるよう

にする

かもんタクシー:運賃を安くする

かもんタクシー:こどもだけで乗り合うようにする

かもんタクシー:運行時間の拡大

かもんバス:運行時間の拡大

かもんバス:運行範囲を拡大する

かもんバス:乗降時に保護者に連絡が来るようにする

かもんタクシー:こどもだけでも予約がしやすくする

かもんタクシー:定期的な予約ができるようにする

かもんバス:運賃を安くする

新たに保護者主体の送迎サービスを導入する（保護者の中

の有志が有料またはボランティアで送迎する）

かもんタクシー:習い事の荷物を載せられるようにする
※無回答を除く

(n=194)
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3.2  事業⑧かもんタクシーによるスクールバスの効率化の効果 

 

○やすらぎ職員へのヒアリングより以下のような意見が得られた。 

・「今までは保護者の送迎以外の手段がなく、やすらぎまで通室できなかった児

童生徒が、かもんタクシーであれば通室できるようになった児童生徒が増え

た。」 

・「やすらぎに通っていた子が、通常活動の開始時間には間に合わないが遅刻・

早退などで徐々に慣らす形で通学できるようになった。」 

・「かもんタクシーを利用することにより、各小中学校へ部分登校できる児童生

徒も増えている。」 

・「3 月に入っても、かもんタクシーを利用している児童生徒がいる。」 

○上記からかもんタクシーの利用によりやすらぎに通う児童生徒には良い効果

があったと想定される。 

〇個別にスクールバスを運行しながら、通室をする補助手段としてかもんタク

シーを利用することにより、児童生徒のやすらぎへの通室や各小中在籍校へ

の登校頻度は増えている。 

○今後、教育委員会と協議し、事業継続の有無を判断する。 
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3.3  各事業の評価と継続について 

 

○前ページまでの各事業の実施結果や効果計測を踏まえ、各事業の評価と今後

の継続について、以下の判断基準で評価を行った。 

【事業評価の判断基準】 

Ａ：事業により以前より改善が確認できた 

Ｂ：事業により以前より改善が確認できたが、今後の課題がある 

Ｃ：事業による改善が確認できなかった 

【事業継続の判断基準】 

◎：今年度の事業を継続する 

○：今年度の事業の改善や踏まえて継続する 

△：継続するためには再検討が必要 

 

事業 事業評価 今後の継続 

①こども・子育て世

代に優しいかもんタ

クシー 

【事業評価：Ｂ】 

・Web 予約フォームの利用者数が

増加した。 

・乗車時お知らせメールは Web

予約の半数程度が利用してお

り、多くの方が利用している。 

・送迎の負担感の減少に影響を

与えた可能性がある。 

・かもんタクシーのサービス改

善により更なる送迎への活用

が見込まれる。 

 

【継続：○】 

・改善した Web 予約フォ

ームを継続して運用

する。 

・送迎の代替としてかも

んタクシーを利用し

てもらえるよう改善

を検討する。 

②公共交通利用券の

デジタル化 

【事業結果：Ａ】 

・定期券や回数券のデジタルチ

ケット購入者が冬期以降増加

し、市内での利用が広がって

いる。 

・窓口での定期券販売業務の効

率化が図られた。 

・美人の湯バスセット券等（事

業④）を販売していたことから

家族でのおでかけの動機付け

となったことが考えられる。 

 

 

【継続：◎】 

・ランニング費用が売り

上げの 8％と安価であ

るため継続する。 

・一方で、利用する方を

増やすために、チケッ

トの認知度向上等の

改善が必要。 
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事業 事業評価 今後の継続 

③子育て世代の運賃

割引 

【事業評価：Ｂ】 

・「かもんバス・タクシー共通回

数券」のデジタルチケットが半

額クーポンの利用者は対象者

の 2％であり、公共交通利用の

動機付けには至らなかった。 

・一方で、実際に事業を利用し

た方の家族でのおでかけが増

えたという回答が多く、家族で

のおでかけの動機付けとなっ

たことが考えられる。 

 

【継続：△】 

・今後継続するためには

動機づけのためのク

ーポンの設定の見直

しが必要。 

④家族のおでかけ促

進 

【事業評価：Ｂ】 

・美人の湯バスセット券等によ

って、家族で公共交通を利用す

る機会が増えた可能性がある。 

・お帰り乗車券プレゼントは「商

店街へのおでかけ機会の増加」

に効果がある可能性がある。 

・スタンプラリーは今後実施す

る場合の景品や施設の設定等

の検討が必要。 

 

【継続：○】 

・加茂市商店街協同組合

や美人の湯と来年度

以降の継続を協議し、

継続するかを決定す

る。 

・スタンプラリーについ

てはアンケート結果

を踏まえ検討する。 

⑤まちなかエスカレ

ーター 

【事業評価：Ｃ】 

・加茂駅～五番町間を無料で乗

車できるデジタルチケットを

造成したが、月に利用は数件程

度であった。 

【継続：△】 

・継続するためには利用

方法が複雑であった

ため、より簡単に利用

できる方法を検討す

る必要がある。 

⑥小中学生のかもん

バス運賃無料化 

【事業評価：Ａ】 

・元々ほとんど利用が無かった

小中学生の利用が大幅に増加

している。 

・こども自身でおでかけする機

会の増加や、送迎の負担感の低

減に貢献していると考えられ

る。 

【継続：◎】 

・左記に示すような効果

が見られたことから

継続する。 

・元々利用が少ないた

め、小中学生の利用が

増えた分の無料化は、

コストがほぼ発生せ

ずに継続することが

できる。 



 

19 

事業 事業評価 今後の継続 

⑦こどもの公共交通

利用意識の醸成 

【事業評価：Ａ】 

・加茂市内の公共交通の乗り方

やおでかもちゃんの紹介等を

示したクリアファイルを小中

学生のかもんバス無料乗車券

と共に配布し、公共交通とおで

かもちゃんの認知度向上を図

った。 

・おでかもちゃんの着ぐるみが

今後のイベント等で登場する

ことへの期待感が高いと想定

される。 

【継続：◎】 

・おでかもちゃんグッズ

を活用した公共交通

利用意識の醸成は継

続して実施すること

で効果が発揮される

と判断し、継続する。 

・おでかもちゃんの着ぐ

るみは、市内のイベン

トや交通安全啓発発

動等での活用を行い、

公共交通の認知度向

上と利用促進を図る。 

 

⑧かもんタクシーに

よるスクールバス効

率化 

【事業評価：Ａ】 

・「やすらぎ」に通う生徒から一

定の利用があったが、スクール

バスが必要な人数ではないた

め、かもんタクシーによる送迎

が適していることが確認でき

た。 

・ヒアリングより、かもんタク

シーの利用により徐々にやす

らぎに通うことができるよう

になった等、やすらぎに通う児

童生徒に対して良い効果があ

ったことが確認できた。 

 

【継続：○】 

・今後、教育委員会と協

議し、事業継続の有無

を判断する。 

 


